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すべき副作用のおそれ それ にっ ながるおそれ ) 

  り 陣吉の 
のおそ それ に 注意を粟 用化 用法用 且 効能効果 

づくもの レルギ一等 
によるもの する 誤るおそれ ( 適応を )   るの用の       

    の 消毒．フエ 

腐蝕 & び 吸収され、 中毒症状 / 一 JL として l 5-?%%1 溶液 

れ ．中毒症状を の発現のお を 用いる。 (50-67 倍 ) 
起こすことがあ るそれ。 )   医疽 用具、 手術室・病室   
  眼に入らないよ 家具・器具・ 物 @ などの消 
うに洋志するこ 毒 : フェノールとして ?- 

  5V, 溶液を用いる。 (20 一 

  本剤は必ず希 50t 音 1 
釈し．濃度に 注 排泄物の消毒 : フエノール 

意して使用する として 3-5gt 溶液を用い 

こと   る。 ㏄ 0-33 倍 ) 
  炎症または 易 下記疾患の題 痒 
刺激性の部位に 痒疹Ⅱ 、 児 ストロフルスを 

使用する % 台に 含む ) 、 じん麻疹、 虫 さされ 
ば．濃度に注意   
して正常の部位 フエノールとして l-1% 溶 

に使用するよりも 液を用いる。 (50 一 @00 ほ ) 
健 濃度とすること 軟甘 : フェノールとして ?- 

が望ましい。 5% 軟 甘を用いる。 (20- 
  外用にのみ 使 5O 倍 ) 
用 すること   
  密封包帯、 キプ 
ス 包帯．パックに 
使用すると刺激 
症状 & び 吸収さ 
ね 、 中毒症状が 

あ らわれるおそ 
れがあ るので、 
使用しないこと。 
  長期間または 

広範囲に使用し 
ないこと。 [ 吸収 
され、 中毒症状 
を起こすおそれ 
があ る。 l 
  試飲を避けるた 

め 、 保管及 び 取 
扱いたは十分注 
意すること。 

  咽頭の刺頻度不明 ( 過 

感等 @  敗走 ) しながら用いる て 使用する   
( 噛み砕いたり、 
飲み噛んだりし 
。 ' 。 。 ' 。 一チ ' 
しての 注珪 ) 
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    圏涌 ・ 菌 脹 ， 
  

N   

こつ   
それ   用法用 且 効能効果 

誤るおそ 

n Ⅱ 未満頻度不明 口腔内で唾液に 通常、 l 回 @ 錠 ( 塩酸クロル口内炎、 抜歯 
( 舌のしび ( 過敏症 ) より 織 々 に溶か ヘキシ ジンとして 5m のを l 創を含む口腔 

しながら用いる 日 3-s 回、 2 時間ごとに 投創憶 の忠生干   ( 噛み砕いたり   与し口中で除なに 溶解さ 防 
黒古疵．百部 飲み 暗 んだりし せる。 
不快感、 首都 ない )( トローチ と 

膨満 悪 、 廿 しての江東 ) 
吐 ・ 下寮等 ) 

  

の 刺激、 内金   
更にかまい・ 昏 
曄 、 けいれん     

ぴ 根管の処置 
後 ． 適 % を 波 
苗山 綿球 又は 
錦 地維 に 浸潤 

  
70 
  
隈の 

チモールト と 

サリチル酸 3% 

を 含むエタノー 
ル 溶液．酸化 
亜鉛 や ステア 
リン酸亜鉛を 
含む l-2¥Y の 
軟舌 ． テモ一 

ル ?% 、 ホウ酸 

35% を含む タ @L 

ク 製剤などが 
用いられる。 そ 
の 地太 楽 はう 
がいぐすり・ 洗 
      千科． 歯 みが 

き 剤などに 湊 
加 して用いら 
れる   

  



べき田作用の 

晋憤性 により陣吉のにつながるお 症状の判別 等に伴う 使 
  悪化のおそ それ に 注意を要 

する ( 適応を 月時 境 の 変 用法用 景 効能効果 
  

誤るおそれ ) 

    の消笘 : フェ 

腐蝕及び吸収さ れ．中毒症状 ノ - ルとして l.5-2% 溶液 

れ、 中毒症状を の尭硯 のお を用いる。 (50-67 倍 ) 
起こすことがあ る そ れ。 )   医陳 用具、 手術室・病室   
  眼に入らないよ 家具・器具・ 物 @ などの消 
うに注もするこ 毒 : フ エ / 一 @L として 2- 

  5% 溶液を用いる。 (20- 
  本刑 は 必ず希 50 借 ) 
釈し、 濃度に注 排泄物の消毒 : フェノール 

まして使用する として 3-5% 溶液を用い 

こと   る。 (20-33G) 
  炎症または 易 下記疾患の使 痒 
刺激性の部位に 痒疹 (ll@ 児 ストロフルスを 
使用する 堵合 に 含む ) 、 じん麻疹、 虫 さされ 
は． 浅度 に注意   
して正常の部位 フ エノー @L として t-2% 溶 

に使用するよりも 液を用いる。 (50-l00 倍 ) 
低 濃度とすること 軟舌 : フエノールとして 2 一 

が望ましい。 5% 軟 有を用いる。 (20- 
  外用にのみ 使 50 倍 1 
崩 すること。 
  密封包帯．キフ 

ス包帯． l もソク に 
使用すると刺激 
症状及び吸収さ 
れ、 中毒症状が 
あ らわれるおそ 
れがあ るので、 
使用しないこと。 
  長期間または 

広範囲に使用し 
ないこと。 [ 吸収 
され、 中毒症状 
を 起こすおそれ 
があ る。 l 
  韻 飲を避けるた 

め、 保管 & び取 
扱いには十分注 
意すること。 
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